
鎭

西

國

師

門

下

に

就

て
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三

谷

光

順

一
、
序

に

か

へ

て

一
部

特
權
階
級

に
弄
ば
れ
、
固
定
形
式
化
せ
る
宗
歡
そ
の
も
の
で
な
く
、
大
衆
の
實
生
活
の
申
に
浸
潤
し
、
響
應
さ
れ
、

日
本
佛
敏
史
上

一
大
革
新
的
役
割
を
果
せ
し
我
が
法
然
上
人
の
選
擇
本
願
の
口
稱
念
佛
の
唱
導
は
、
二
組
鎭
西
國
師
に
瀉
瓶
さ
れ
、
念
佛
歡
傳
播
の
波
紋

は
、

京
洛
よ
り
地
理
的
に
國
師
の
郷
里
鎭
西

一
圓
に
移
殖
さ
れ
た
。
正
流
護
持
の
亘
聖
、
國
師
の
高
き
調
べ
は
あ
く
迄
も
阻
述
で
あ
り
、

無
觀
無

解
但
信

口
稱
の
信
條
に
生
き
て
行

つ
た
。

内
に
組
逋
の
張
調

ε
、
外
に
學
問
爲
先
の
邪
執
反
逆
者
に
糺
彈
の
斧
を
加

へ
、
正
義
顯
彰
に
寧
日
な
き
所
謂
宗
門
多
事
非
常
時
の
生
涯
中
、

正
義
傳
持
の
熱
血
迸
つ
て
は
數
+
に
垂
ん
ーこ
す
る
門
下
の
頭
上
に
躍
動
し
、
師
の
高
き
階
調
は
無
慮
の
衆
生
を
洽
く
う

る
ほ
し

駭
目
す
べ
き

偉
大
な
影
を
投
ぴ
か
け
た
の
で
あ
る
。

宗
組

の
在
世
時
南
都
北
嶺
の
專
修
敏
團
に
掩
ひ
し
暗
影
、
滅
後
に
於
け
る
漫
骸
を
毀

つ
の
暴
擧
、
(髭詮
-
)
念
佛
衆
追
放

政
策
の
第

一
矢
念
佛

亘
頭
遠
流
の
處
刑
は
、
念
佛
數
地
方
地
盤
の
構
成
・こ
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
の
鎌
倉
政
權
確
立
最
盛
期
に
進
出
し
た

關
東
念
佛
敏
團
は
、

宗
組
の
專
修
口
稱
を
提
唱
し
、
そ
の
歡
線
擴
張
に
吸

々
た
る
べ
き
を
、
他
宗
派
よ
り
の
妨
難
に
苦
鬪
し
、
内
に
は
師
な
き
後
の

傳
燈
繼
承
の

舌
端
を
振
ひ
實
否
を
圭
張
し
、
各
派
對
立
論
諍
を
(
謎
2
)
綾
け
、
破
邪
-こ
顯
彰
に
、
郵
内
封
外
に
懸
命
な
り
し
如
く
、
國
師
が
鎭
西
に
於
て



盛
ん
な
歡
線
ご
地
盤
確
保
の
爲
に
は
、

法
然
宗
排
撃
歴
迫
の
比
較
的
微
弱
な
地
理
的
遠
隔
の
鎭
西
に
傳
道
す
る
の
有
利
な
る
環
境
に
お
か
れ

し
・こ
推
測
さ
れ
る
に
も
係
ら
す
、

異
派
所
立
の
邪
詮
、
所
謂
金
鑄
朱
紫
の
辨
別
、
帥

ち
正
義
傳
持
の
爲

に
心
血
を
そ

」
が
ね
ば
な
ら
な
か
つ

た
こ

ε
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
こ
ε
は
、
國
師
が
、

「
此
頃
都
に
も
田
舍

に
も
法
然
上
人
御
房
の
御
弟
子
、こ
て
木
草
の
數
多
く
、
い
く
ら
、こ
も
な
く
念
佛
の

沙
汰
共
し
あ
ひ
た
る
入
候

へ
さ
も

ひ
、こ
り
も
故
上
人
御
房
の
仰
せ
候
ひ
し
樣
に
、
や
す
く

,こ
い
か
な
る
入
も
念
佛

に
よ
く
く

心
い
れ
て
申
ぜ
ば
、

三
心
は
其
心
に
自
然

に
具
は
り
て
往
生
す
る
ぞ
ε
い
ふ
人
は

一
入
も
候
は
す
」

-こ
、
叉

璽

「
上
入
往
生
之
後
諍
ハ共
義
於
水
火
↓致
笥其
論
於
蘭
菊
一
云
云

・こ
歎
息
し
給

ふ
を
見
て
も
明
暸
で
あ
る
。
所
謂
義
解
念
佛
の
唱
道
者
幸
西

(
一

念
義
)
證
室

(
弘
願
義
)
行
室

(寂
光
土
義
)
等
の
反
逆
の
聲
頻
り
に
し
て
、
吉
水
の
正
流
溷
濁
し
去
ら
れ
ん
ε
す
る
を
覩
て
、
深
憂
措
く
能

ば

す
蹶
然
起
つ
て
門
徒
を
集
め
、
宗
狙
安
心
の
正
鵠
を
示
し
、
末
代
悪
世
の
指
南
念
佛
往
生
の
目
足
、こ
し
て
、
現
に
我
等
末
輩
正
統
の

血
脈
・こ

頂
戴

し
相
績
す
る

「
末
代
念
佛
授
手
印
」
の

一
軸
を
始
め
、
解
義
の
樞
要
を
明
す

「
宗
要
集
」
の
如
き
、
其
他
國
師

の
著
書
を
通
觀
し
て

推

知
明
證
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

扨

國
師
は
、
宗
組
が

「
偏
依
善
導
」
を
高
唱
し
給
ひ
し
如
く
、
自
ら

「善
導
宗
沙
門
」
(
識
知
淨
土
論
奥
)
の
旗
織
を
高
ら
か
に
蝎
け
ら
れ
し

も
、
徒
ら
に
當
時
の
事
大
思
潮

に
拘
束
せ
ら
る
玉
事
無
く
、
卑
屈
な
る
名
聞
の

「隨
他
扶
宗
」
㊨
名
に
依
る
聖
道
諸
宗

へ
の

協
調
的
態
度
を

粧
ふ
こ
・こ
も
無
く
、
外
、
聖
道
の
難
破
に
應
答
し
、
内
、
邪
義
紛
亂
歪
曲

に
樹
應
す
る
に
正
義
の
快
刀
以
つ
て
解
剖

し
、
組
述
-こ
顯
彰
に

懸

命
に
し
て
、
所
謂
宗
門
多
事
教
義
非
常
時
の
秋
、
正
流
傳
持
に
生
涯
を
捧
け
、
九
品
淨
土
の
棟
梁

-こ
な
り
給

ふ
。

か
く
論
す
れ
ば
、
國
師
は
宗
門
の
所
謂

「敏
義
非
常
時
」
の
際
單
な
る
歡

理
的
の
註
解
論
難
の
城
廓
に
立
籠
り
し
や
。

否
、
大
衆
は
國
師
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カ

も

へ

の
教

澤
に
よ
る
べ
を
見
出
し
、
翕
然
・こ
し
て
念
佛
味
得
の
生
活
を
喜
ん
だ
の
で
あ
る
。
其
は
、
國
師
二
十
餘
年
間

に
於
け
る

鎭
西

一
圓
の
念

佛
行
化
の
道
蹟
、
法
燈
を
次
い
で
鎭
西
に
耀
か
す
七
十
有
餘
の
門
弟
に
依
つ
て
も
明
證
さ
れ
る
所
で
あ
ら
う
。

今

私
は
鎭
西
門
下
を
略
逋
せ
ん
・こ
す
る
に
際
し
、
國
師
の
祗
述
的
憲
章
的
二
方
面
の
活
躍
に
あ
・こ
づ
け
考
察
の
歩
を
進
め
た
い
。

此
處
に

は
略
詭
す
る
事
で
あ
る
が
、
國
師
法
燈
嗣
法
者
、
鎭
西
教
學
の
大
成
者

は
門
下
の
聯
足
三
租
然
阿
良
忠
上
入
で
あ

る
。

師
に
つ
き
て
は
本
書

所
牧
の
諸
敏
授
の
論
文
に
俟
ち
、
其
の
歡
導
を
仰
ぎ
、
其
の
他
の
門
人
に
つ
き
て
、
前
記
の
兩
方
面
よ
り
考
察
し
、
末
代
念
佛
の

霾
鑑
吾
が

二
組
國
師
の
聖
跡
の

一
端
を
偲
び
た

い
マ」
思
ふ
。

28

 

二
、

門

弟

概

觀

國
師
の
座
下
に
面
受
を
請
ひ
、
扶
養
庭
訓
の
慈
蔭
に
浴
し
、
稱
佛
謳
歌
せ
し
も
の
諸
の
輯
録
書
、
系
譜
等
を
探
求

す
れ
ば
、

其
の
數
夥
し

く
、

英
哲
三
祗
然
阿
上
入
を
始
、こ
し
約
七
十
有
餘
名
の
門
下
生
を
列
記
す
る
事
が
出
來
る
。

帥
ち
安
貞
二
年
十
月
肥

後
往
生
院

に
於
け
る
、

末
代

一
宗
の

骨
髓

「
授
手
印
」
結
集
別
時
會

(
假
り
に
第
一
愈
)
に
創
作
し
、

弟
子
聖
護
房
に

授
與
せ
ら
れ
し

國
師
眞
筆
授
手
印
本
の

裏
書

に
依

れ
ば
、
別
時
結
衆
上
人
以
下
十
七
名
の
名
を
連
ね
、各
々
國
名
年
齡
を
明
し
、
同
年
十
二
月
肥
後
西
光
院
別
時

(
假
第
二
會
)
に
於
て
、
國

師
よ

り
生
極
樂
に
授
け
西
光
院
に
施
入
せ
ら
れ
た
る
生
極
樂
所
傳
眞
筆
本

に
は
結
衆
三
十
六
名
、

三
祗
傳
承
本
に
は
門
弟
十
六
名
を
擧
げ
、

授
手
印
に
誓
盟
せ
し
r
J'/1前
後
三
會
あ
り
・こ
す
。
(
正
宗
國
師
授
手
印
跋
)
第
二
會
に
在
つ
て
は
第

一
禽
よ
り
國
師
を
除

い
て
十
九
人
多
數
で
あ

る
が

、
第

一
會
結
衆
中
三
名
を
除

い
て
十
四
八
共
第
二
倉
に
參
加
し
て
ゐ
る
。

「
法
水
分
流
記
」
に
依
れ
ば
辨
長
聖
光
辨
阿
の
も
、こ
、
良
忠
以
下
二
十

一
名
を
數

へ
、「
蓮
門
宗
派
」
に
は
十
五
名

、
「
二
奪
院
佳
持
次
第
」

に
は
十
六
名
、
「
總
系
譜
」
に
は
諸
書
を
捌
補
註
記
し
て
四
十
四
名
の
門
下
を
列
擧
し
て
ゐ
る
。



今

私
は
便
宜
上
比
較
的
多
人
敷
を
列
名
し
、
殊
に
卷
首

に
相
傳
授
受
の
峻
嚴
か
り
そ
め
に
も
忽
に
せ
ざ
る
起
請
制
誡
文
・こ
、

註
㈲
且
つ
結

衆
各
自
署
花
押
を
載
せ
、
史
的
に
も
價
値
・こ
根
據
-こ
を
持

つ
授
手
印
誓
盟
第
二
魯
生
極
樂
傳
承
本

(
昭
和
新
訂
末
代
余
佛
授
手
印
所
牧
)
列
序
名

を
礎

、こ
し
て
、
「
聖
護
所
傳
本
裏
書
」
「
法
水
分
流
記
」
「
蓮
門
宗
派
」
コ
一奪
院
佳
持
次
第
」
「
總
系
譜
」
【,鎭
流
祀
傳
L
「
勅
修
御
傅
」
等
、
其

他
の
記
傳
行
歌
を
參
照
し
、
煩
雜
の
嫌
は
あ
る
が
參
考
の
爲
簡
單
な
る
私
註
を
加

へ
左
に
圖
示
し
よ
う
。

鎭

西

國

師

門

下

一

覽

人

名

然

阿

石
見

記

略

鸚

韮

餅

鮭

+
九
・
馨

氏
「慧

上
人
・
新
研
究
蔘

照

敬
離

叉
舗

難

性
二
往
失
三

巖
蓊
鑼

弘
安
羣

言
亡

聖

護

生

極

樂

唯

稱

圓

阿
・

善

辨
、

筑
後

草
野
氏

一
族

1

常
鼈
給
仕

國
師
翼
筆
の
授
手
印
を
粗
傳
す

著

痩
手
印
結
集
別
時

備

腎

蓍

加
雙
鱠

詮
趣
磯
諜

醺
鯛
纛
翻

ハ
嘉
顧

二
年

ナ
リ
同
名
異
入

力
)

・
著
有

加
攣

鱠
(
二
+
六
歳

ノ

,
キ
)

本
寥

照

セ
ラ

レ
タ

シ
。

著
有

加
第

一
會

法
水
分
流
記

ニ
ハ
光
明
寺

二
住

ス
ト

加

第

二
會
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專

阿
4

信

稱

h
覇

持

願
ー

鯊

齋

八
二
+
亡

長

空

白

蓮

杜

ー
:

---

ー

諱
宗
圓

度

脱

…

;

ー

-

深

阿

肥
後

得

往

生

安
藝

逾

阿

等

阿

筑
前

敬

阿

生

願

肥
後

持

佛

肥
後

佳

蓮

肚

肥
後

歯
講
監
笳
勧
鰈
饕
翻
殖
骨
を

四
然
防
、
入

阿
と
共

に
國

師
よ
り

一
宗

要
・義
深
旨

口
傳

を
禀

承
す
(
宗
要

集
奥
書
)

(
總
系
譜

、
窺
流
祕
博

三
、
法
水
勞
流
黜

に
は
丈

永

六
年

亡
と
云
)
草
野
山尋
念
寺
邁

立

'
天
福
元
年
國
師

の
命
を
受
け
入
宋
、
善
導
彌
陀
義
ー

を
索

求
す

ー
元
久

二
年

三
月
國
師

の
命

を
受

け
上
洛
し
法
然

上

人

に
背
宗

の
邪

峩
ニ
ケ
條
疑
問

の
證
判
を
請

ふ
。
r

加
第
二
會

糅
鈔
四

加

第

二
會

蓮
門
宗
汲
、

二
尊

院
佳

持
次
弟

昌
ハ
特

觀

ト

イ
フ
轉
寫

ノ
誤

力

糖
系
譜

一
、
鎭
流

覦
傳

三
、
蓮
鷲
稽

古
編
、

禮
譛
私
認
見
聞
上

九
卷
傳

三
。
勅
傳
四

六
、
淨
華
院
授
手
印
奥

徳
富

氏
假
名
法
語

加
(
第

一
、

二
會
)
四
十

二
歳

加
(
第

一
、

二
會
)
四
十

一
歳

加
(
第

二
會
)

加
(
第

一
、

二
會

口四
十
二
歳

授

手
印
結
集
別
時

第

一
會

二
在
リ

タ
ル
數
阿

ト
同
人

力

(
昭

ー
和
新

訂
授
手
印
附
録
參
照
)

加

(
第

二
會
)

加
(
第

一
、

二
會
)
三
十

二
歳

加
(
第

一
、

二
曾
)
三
十
歳

加
(
第

一
、

二
會

)
一二
十

山ハ
出威

`一

加
(
第

一
、

二
會
)
二
十
四
歳

・

加
(
第

一
、

二
會
)
三
十
九
歳

鵬鯆轍
飜
撚

纓
鷲
諭講
幣
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滿

願

祉

筑
後

弘
安
三
四
二
十
七
亡

幸

印

肥
後



源

阿

肥
後

持

寂

肥
後

御

阿

忽

室

粗
摸

然

阿

得

辨

目

阿

京

宗
像
、
教
安
寺
開
山
(蕪
.門
精
舍
舊
詞
)

充

心

菩

提

蠶

糲

癸

姦

誰

二
馨

持
奩

ハ
萎

茎

ハ亡
)響

定

生

辨

蓮

肚

随

信

肥
後

嘉

阿

受

阿

京

釋

如

來

臼

阿

筑
前

加
(
第

二
會
)

加
(
第

一
、

二
會
)
四
十

五
歳

加
(
第

二
會
)

加

(
第

一
、

二
會
)
㎝二
十
八
歳

加
(
第

二
會
)

加
(
第

二
會

)

加

(
第

一
、

翼
讃

五
十

七
、
宗
派
流
傳
、

東
宗
要
見
聞
四
)
第

一
、

二

僉
撒別
時
.
二
加

ハ
リ

シ
滿
窟
隅祗

ハ
同
名
異
入

力
、

決
水
分
流

記

蕊
教
阿

(
滿
願
杜
)

ナ
ル

モ
ノ
ア
リ
。

不
詳

二
會
)
四

十
歳

f

元
久
元
年
十

一
月

七
日
宗

祕

ノ
七
ヶ
條

起゚
曲祕
丈
連
署
一丈
名

加
(
第

二
會
)

加
A

第

徐ヒi4
v

 

加
(
第

二
會
)

加
(
第

二
會
)

加
(
第

二
會

)

中

二
自
阿

ノ
名

ア
リ
同
人

力

總
系
譜

二
日
阿

ト

ハ
傳
爲

ノ

設

力

も

も

も

「
法
水
】分
流
詛
」
「
蓮
門
宗

汲
」
記
ノ
樂
薄
瓧

ノ

コ
ト
ナ
ラ

ン

加
(
第

一
、

二
會
)
三
十

一
歳

加
(
第

二
會
)

加
(
第

一
、

二
會
)
廿
五
歳

加
(
第

二
會
〉

加
(
第

二
會
)

總

系
灘na

膚

1珂、
二 、

作
ノレ
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釋

若

阿

加
(第
二
會
)

唯

願

加
(第
二
會
)

増

阿

加
(第
二
會
)

數

阿

肥
罰

加
(
第
恩
悶ピ
ニ
+
五
歳

も

も

修

阿

肥
前

「
受
决
鈔

上
」
武
數
阿

ト
同

一
人

力
。
弟
子
滿
願
肚

ア
η・
。
「
總
系
譜
」
叉
數
阿

ト
名

ヅ
ク
ト
。

蓮

阿

豐
前

加
(
第

一
會
)
四
十
三
歳

覺

阿

筑
後

熊

本
、
源
覺
寺
開

山

加
(
第

一
會
)
二
+
五
歳

安

蓮

祗

鞭
譱

V

諜

流
章
・
見
・

南

無

佛

寳

蓮

瓧

弘
安
八
+
二
亡

(法
水
分
流
轡

;

レ
バ
敬
蓮
肚
ノ
弟
子
ト
イ
フ
)

教

阿

教

阿滿
願
瓧

行

佛

ヤ

も

う

も

ヤ

聖

法

弘
安
九
二
+
五
亡

南
無
佛
ノ
息
力

「
法
水
分
雜

」
哩

嚇
覊

路

シ
、

聖

辨

「
蓮
門
宗
派
」
ニ
ハ
南
無

上
人
眞
弟

ト
ス

隨

願

隅
州

信

心
堅
固
、

日

二
一
萬
遍

念
佛

シ
國
師

眞
筆
授

手
印
ヲ
相
傳

ス
(
翼
賛
四

六
)
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行

仙

京
兆

大
納
言
頼
盛
孫
、
始
メ
靜
遍
二
從
フ
、
上
野
國
山
上
二
佳
ス

上

乘

明

源

筑
前

筑
前
博
多

西
方
寺
開
山
(精
舎
舊
詞
)

順

阿

筑
前

嘉
穗
伊
川

三
經
寺
開
山
(
精
舍
舊
詞
)

覺

佳

法

夲

順

、

歡

綽

阿

豐
後

刺
史
日
田
ノ
地
頭
、
國
師
眞
筆
授
手
印
ヲ
相
傳
ス
(翼
賛
四
六
)

聽

願

阿
波

始
宗
祺
二
師
事
ス
、
阿
州

二
揚
化

生

佛

宗
祺
門
下
異
詭
多
ク
去
就

二
迷
ヒ
、
盖
晃

寺
如
來
ノ
指
决
ヲ
所
リ
、
聖
光
ヨ
ク
徃
生
ノ
道
ヲ
知
ル
ノ
夢
想
ヲ
得
師
喜
ス

正

念

高
野

始
明
遍

二
師
事
ス

正

善

始
天
王
寺
二
居
テ
宗
祗
二
承
法
ス

砧

阿

彦
山

傾

隔晦

驕
翻
賑
卸
糠

蝶
謡
総
蕪
禦

柳蠱

夫
蔘
照)

蘿

薩

生

房

國
師
眞
筆
授
手
印

ヲ
相
傳

ス
ト
(
翼
賛

四
六
)

專

西

國
師
往
生

ノ
ト
キ
、
聖
衆
來
迎

ヲ
見

ル
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授
手
印
結
集
時
、
か

エ
る
驚
く
べ
き
多
數
門
下
生

一
堂
に
會
し
て
の
別
時
念
佛
、
其
他
國
師
の
稱
佛
の
聲
を
聽
く
も
の
數

を
知
ら
す
、
(註
5
)

或
は
叉
高
良
山
大
衆
の
隨
喜
稱
佛
の
聲
、
洋
タ
こ
し
て
鎭
西
に
盈
つ
る
の
美
を
濟
せ
し
こ
、こ
等
、

(
註
6
)
一
世
の
雄
鎭
國
師
の
淨
敏
弘
通
の

面
目
躍

如
・こ
し
て
、
墮
氣
漫
々
の
吾
人
を
啓
發
す
る
も
の
が
あ

る
。

ヘ

へ

も

凡
そ
當
時
敏
界
錙
林
に
於
て
は

一
度
出
家
す
れ
ば
、
叡
峰
に
遊
學
し
幽
致
を
譯
求
せ
ん
の
仰
望
は

一
世
を
風
靡

す
る

權
威
で
あ
り
あ

こ
が

か
で
あ

つ
九
。
邊
陲
の
地
鎭
西
に
生
る
玉
の
宿
命
に
長
恨
せ
し
も
の
幾
許
ぞ
。
佛
道
成
就
は
幾
山
河
、

聖
道
の
出
離
は
遙
か
四
明
の
彼
方
に

響
ゆ
。

今
國
師
は
あ

こ
が
れ
の
都
比
叡
の
幽
致
を
尋
究
ね
、吉
水
の
草
庵
に
伺
候
留
學
す
る
こ
ーこ
八
ヶ
年
、具
さ
に

一
宗
の
精

髓
を
禀
承
し
、
(
註
7
)

へ

も

へ

も

文
化
の

い
き
ぶ
き
、こ
共
に
、
二
門
兼
學
の
元
旨
を
領
得
し
、凡
夫
解
腕
の
要
路
但
信
口
稱
の
大
旆
を
掲
ぴ
、
意
氣
揚
々
,こ
し
て
歸
鎭
し
た
の
で

ヘ

ヘ

へ

も

へ

ぬ

ヘ

へ

も

へ

あ
る
。

留
學
僭
、
教
界

へ
の
影
響

ぱ
深
大
で
あ
つ
た
。
勸
化
は
彌
陀
の
別
願
、
稱
名
往
生
詮
。
惑
て
こ
そ
國
師
行
化
の
あ
・こ
か
ら

道
俗
共
に

翕
然
・こ
し
て
相
集
り
、
念
佛
味
得
の
歡
喜
の
生
活
が
始

つ
た
の
で
あ
る
。
國
師

に
七
十
有
餘
の
門
弟
の
集
り
し
こ
ーこ
、

一
面
こ
う
し
た
推
論

が
認
容

せ
ら
れ
る
で
は
な

い
か
。

先
づ
明
示
さ
れ
た
門
弟
の
生
國
の
地
理
的
分
布
を
檢
す
る
に
、
遉
に
國
師
の
鎭
西

一
圓
に
於
け
る
活
躍
、こ
そ
の
聲
望
を
偲
ぶ
に
充
分
で
あ

ら
う
。「
勅
傳
四
六
」
「
聖
光
傳
」
に
、
一、淨
土

一
宗
を
興
す
る
に
利
釜
四
遠

に
あ
ま
ね
し
L
・こ
。
叉
國
師
四
十
八
院
建
立
し
給
ひ

(
上
人
道
跡
)
且
門

轟

願
、
蓮
阿
、
生
極
樂
等
の
寺
院
道
篷

立
し
稱
佛
の
喜
び
蠡

ぜ
し
に
至
り
て
は
、
日
蓮
の
コ

代
五
時
圖
」
に
「箜

聖
光
諜

難

ノ
」

,こ
註
記
す
る
も
む
べ
な
り
ーこ
肯
か
ざ
る
を
得
ぬ
。

の

阻
述
的
方
面
よ
り
見
た
る
小
傳
二
、
三

　

諸
弟
子
中

=
示
血
脈

「
授
手
印
」
の
相
傳
を
禀
け
た
も
の
は
、
聖
護
、
生
極
樂
、
唯
稱
、
圓
阿
、
善
辨
等
で
あ
る
。
(
註
8
)義
山
は

「
翼
賛
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四
六
L
に
綽
阿
、
生
極
樂
、
薩
生
房
、
良
忠
、
聖
護
、
往
生
院
、
善
導
寺
の
七
本
あ
り
・こ
し
、
封
校
録
に
は
薩
生
を
省

き
隨
願
房
本
を
擧
ぐ
。

何
れ
に
し
て
も
右
記
の
外
に
も
無
論
相
傳
の
嗣
あ
り
た
る
事
は
否
め
な
い
。
上
記
各
師
は
、
起
請
制
識
に
も
依
れ
る
如
く

相
傳
授
受
の
嚴
且

重
、
正

法
傳
持
に
堪
え
得
る
も
の
曳
み
に
授
け
ら
れ
た
も
の
ε
考

へ
て
差
支
な
い
。

聖
護
房
ー

國
師
の
檀
越
草
野
氏
の

一
族
に
し
て
多
年
國
師
に
常
隨
し
、
身
邊
の
勞
務
に
服
す
。
安
貞
二
年
往
生
院
に
於
て
吉
水
正
統
の

口
决
血
脈
を
禀
け
、
西
光
院
別
時
に
參
加
、
三
爼
傳
法
嗣
法
の
時
使
者

・こ
な
り
、
國
師
御
臨
末
に
處
し
て
は
、

一
字
三
禮
の

小
經
を
捧
持
す

る
等
鐘
愛
の
弟
子
た
る
こ
ε
を
知
る
。
(註
9
)
「
蓮
門
録
下
」
に
依
れ
ば
、
國
師
歿
後
師
徳
賛
詠
の
爲

「,鎭
西
略
要
傳

一
卷
」
を
述
作
し
て
ゐ
る
。

然
し
こ
の
書
は
鍠
造
歪
曲
多
く
聖
護
の
眞
撰
に
非
す
・こ
論
ぜ
ら
る
。
(
識
-o
)

生
極
樂

(肥
後
字
土
四
光
院
佳
)
唯
稱
、
圓
阿
、
善
辨
等
は
資
料
湮
滅
し
、
今
言
及
す
る
こ
・こ
が
出
來
ぬ
。

國
師

は
嘉
頑
三
年
正
月
十
八
日
よ
り
四
月
廿
日
迄
上
妻
天
幅
寺
に
於
て
、
三
耐
良
忠
を
始
め
專
阿
、
信
稱
、
敬
蓮
肚
、

持
願
等
に

一
宗
奥

も

も

義
解
釋
、
解
義
上
の
問
題
を
口
受
せ
ら
れ
然
阿
は
執
筆
し
て
ゐ
る
。
(
註
11
)
基
よ
り
宗
門
要
義
の
口
傳
の
設
騫
な
れ
ば

、
上
記
五
人
は
對
告

衆
で
あ

り
、
こ
の
意
味
か
ら
、
重
要
人
物
で
あ
る
が
、
是

れ
叉
資
料
泯
滅
す
る
を
如
何
せ
ん
。

助

租
述
憲
章
二
方

面
よ
り
敬
蓮
就
、
白
蓮
杜
記
傳
の
集
録

　

敬
蓮
肚
t

諱
は
入
阿
叉
は
入
西
-こ
も
云
ひ
、長
州
の
人
「
决
答
鈔
上
」
に
依
れ
ば
初
め
成
覺
房
に
就
き

一
念
義
を
學
び
、
後
聖
覺
法
印
の
読

法
を
聽
き
、

一
念
義
を
疎
ん
じ
鎭
西
に
走
り
國
師
の
慈
懐
に
入
る
。
(註
12
)
國
師
、
肥
後
往
生
院
別
時
結
集
中
創
せ
ら
れ
し
、
聖
護
所
傳
の

「
授
手
印
」
本
入
阿
の
裏
書
に
依
れ
ば
、
入
阿
は
安
貞
二
年
廿
六
歳
に
逹
せ
し
事
を
知
る
。然
ら
ば
、
入
阿
は
建
仁
三
年

の
誕
生
に
し
て
、
建
保
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二
年
三
月
眞
如
堂
に
於
け
る
聖
覺
の
な
せ
し
宗
組
三
回
忌
追
善
法
要
は
、
入
阿
十
二
歳
の
折
な
り
。

斯
く
推
論
せ
ば
入
阿
は
若
輩
に
し
て
出

家
上
洛
し
、
十
五
歳
前
後
に
は
遠
く
鎭
西
に
走
る
。
其
の
間
の
淌
息
を
考
ふ
れ
ば
非
凡
尋
常
に
非
ざ
り
し
を
窺
知
し
得

べ
く
、

安
貞
二
年
第

咽
第
二

授
手
印
結
集
別
時
會
に
連
り
、

同
年
十

一
月
七
日
宗
阻
よ
り
相
傳
法
語

(
一
枚
起
請
丈
)
の
口
傳
を
禀
け

(淨
華
院
藏
莚
導
ノ
御
淌
息
、

徳
富
氏
藏
假
名
法
語
)
嘉
頑
三
年
國
師
が
宗
門
要
義
を
逋
せ
ら
れ
し
塲
合
も
、
三
組
、こ
共
に
同
聞
し
て
ゐ
る
こ
ーこ
、

(宗
要
集
識
語
)
叉

「
鎭
流

租
傳
三
」
に
依

れ
ば
入
阿
は
暦
仁
年
聞

(國
師
示
寂
年
)
「
鎭
西
上
入
傳
」
一
卷
を
述
べ
、
敬
慕
私
淑
の
誠
を
著
は
し
、
師
跡
を
録
し
て
ゐ
る
等

よ
り
推
測
す
れ
ば
、
聖
護
、こ
共
に
國
師
膝
下
常
隨
の
愛
弟
に
し
て
、
嗣
法
傳
承
者
な
る
こ
・こ
疑
な
い
。

著
書

甚
だ
多
く

「
談
義
鈔
百
卷
」
(鎭
流
祕
傳
三
)
コ
選
擇
集
輔
助
義

一
卷
L
(蓮
門
録
下
)
等
悉
く
鎭
流
の
正
法
を

網
羅

す
く)
云

へ
斎
」現
に
散

逸
し
て
眼
幅
を
得
す
。

へ

も

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

然
れ
さ
も
讀
者
ε
共
に
慶
ぶ
べ
き
こ
・こ
は
塚
本
歡
授
に
よ
つ
て
昨
今
武
州
金
澤
文
庫
に
、
欣
求
安
養
沙
門
入
阿
邇
の
記
あ
る
觀
經
疏
並
に

行
儀
分
の
註
書
筆
寫
本
が
數
部
發
見
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
帥
ち
、

觀
經
玄
義
分
顯
意
抄

殘
簡

一
葉

〃

序
分
義
顯
意
抄

第
二

一
卷

〃

定
善
義
顯
意
抄

第
三
本

一
卷

(首
)

觀
經
正
宗
分
定
善
義
顯
意
抄
卷
第
三

欣
求
安
養
沙
門
入
阿
述

(奥
)

建
治
二
年
三
月
十
七
日
書
了

觀
經
定
善
義
顯
意
抄

第
二

一
卷

觀
經
散
善
義
顯
意
抄

本
末

二
卷
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法
事
讃
要
略
記

上
下

二
卷

往
生
禮
讃
要
略
記

上
中
下

三
卷

首
尾
ラ
失

ヒ
中
卷
ニ

ニ
往
生
禮
讃
要
略
記
卷
中
欣
求
安
養
沙
門
入
阿
述
ト
ア
リ
。

觀
念

法
門
要
略
記

一
卷

首
題
下

二

「欣
求
安
養
沙
門
入
阿
述
」
ト
ア
リ

(奥
)

遍
爲
愚
見
也

建
治
二
年
四
月
十
五
日
書
了

般
舟
讃
要
略
記

一
卷

首
題
下

二

「欣
求
安
養
沙
門
入
阿
述
」
ト
ァ
リ
。

今
詳
説
は
略
す
こ
,こ
で
あ
る
が
右
の
如
く
實
に
大
部
に
わ
た
る
も
の
に
し
て
、
建
治
二
年
ε
云

へ
ば
、
入
阿
七
十
四
歳
の
高
齡
に
當
る
。
入

阿
何
處

に
於
て
、
何
時
撰
述
せ
し
も
の
な
る
や
、
叉
何
某
に
依

つ
て
筆
寫
さ
れ
し
も
の
な
る
や
、
詳
ら
か
に
な
し

得
な

い
が
、

「散
善
義
顯

意
葉

よ

磊

に
五
逆
の
解
の

,̂a
f11'

(
前

婚

)

ヲ

レ
バ

ユノ

ニ

ニ

、

、

、

、

、

、

テ

シ

カ

ヶ
カ

ル

ク

ヶ

メ

ス

ク

テ

ラ

晶

ス
ベ
シ

嗟
呼
悲
哉
情
顧
往
事
一既
無

一
念
汗
時
之
實
一徒
逡
四
十
餘
年
之
齡
一
日
月
如
走
一短
命
幾

殘
冥
玄
近
塞
死
欲
去
一早
抛
世
聞
之
萬
境
偏
修
出

ヲ

世
之

一
道

(後
略
)
・こ
。

無
常

俗
縁
の
煩
惑
の
裡
に
去
來
し
、
四
十
餘
年
の
齢
を
遒
る
塙こ
あ
れ
ば
國
師
滅
後
の
撰
な
る
こ
ーこ
疑
な
い
。
(國
師
入
滅
時
入
阿
ハ
三
+
六
歳
)

然
し
て
國
師
滅
後
敬
蓮
瓧
は
、
鎌
倉
に
屯
し
て
淨
歡
弘
通
せ
し
こ
・こ
は
明
か
で
あ

る
が
、
三
阻
關
東
下
向

(建
長
初
年
)
以
前
、
少
く
ε
も
建

長
六
年
下
總
鏑
木
に
於
て

「决
疑
鈔
」
撰
述
時
に
は
早
く
も
鎌
倉

に
は
佳
居
せ
す
。
(註
招
)
然
ら
ば
入
阿
は
、
國
師
滅
後
三
砠
入
鎌
以
前
關
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東
に
下
向
し
、
建
長
初
年
迄
十
餘
年
聞
正
統
傳
持
者

,こ
し
て
相
常
驍
名
を
走
せ
て
ゐ
た
も
の
玉
如
く
で
あ
る
Q

か
く
推
定
す
れ
ば
、
入
阿
は
關
東
に
於
け
る
各
派
立
義
亘
細
異
解
多
端
の

(
註
12
)
念
佛
歡
團
の
中
に
停
立
し
、
新
興

の
禪
、
日
蓮
の
擡
頭
、

舊
佛
教
の
專
修
遉
害
の
嵐
の

裡
に
、

當
時
佛
敏
界

を

リ
ー
ド
す
る
支
那
崇
拜
事
大
思
想
の

影
響
を
多
分
に
受
け
、

念
佛
各
派
自
立
公
認
の

へ

し

へ

し

依
據
を
善
導

に
求
む
る
の
所
謂
善
導
も
の

㌧
研
究
註
釋
の
流
に
乘
じ
、
「
顯
意
抄
」
「
要
略
記
」
を
著
は
し
た
も
の
で
あ
り
、

鎭
西
正
統
の
読

を
述
べ
、
宗
阻
は

「偏
依
善
導
」
を
絶
叫
さ
れ
、
師
國
師
も
亦
自
ら

「
善
導
宗
沙
門
」
ε
常
に
仰
せ
ら
れ
し
事
を
考

へ
、

入
阿
亦
導
師
絶
體

歸
依
の
至
情
を
顯
せ
し
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
哂し

亦
宵
夢
辨
師
者
是
善
導
之
化
身
也
自
此
敬
昌辨
師
一如
レ見
⇒導
師

一矣

(
鎭
流
覦
慱
三
)

の
叙
文
明
ら
か
に
國
師

へ
の
至
情
、
導
師

へ
の
翼
摯
な
る
敬
慕
の
顯
れ
で
あ
り
、
發
し
て
大
部
の
撰
逋
、こ
は
な

つ
た
も
の
で
あ
ゐ
。

今
私

は
内
容
を
點
檢
尋
究
す
る
の
暇
無
く
、

一
睨
す
る
に
、そ
の
所
読
獨
創
の
斷
案
も
無
く
相
傳
の
義
に
乖
離
す
る
點
も
見
受
け
ら
れ
す
。

ま

曳
些

か
諸
行
派
に
屡
す
る
や
の
疑
問
點
あ
る
も
、
恐
ら
く
は
聖
道
の
白
眼
靦
、
淨
歡
各
派
鬪
諍
の
間
に
處
せ
し
澀
健
的
會
通
か
ら

來
る
宗

内
宗
外

の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
か

玉
る
黜
を
委
曲
し
て
後
世
、
敬
蓮
肚
は

「
立
三
心
全
菩
提
心
義
」
(總
系
譜
敬
蓮
趾
ノ
下
)
な
,こ
の

註

記
が
殘
さ
れ
た
も
の
で
な
い
か
ーこ
考
察
さ
れ
る
。

鎭
西

門
下
の
敬
蓮
瓧
・こ
、
右
著
者
の
入
阿
、こ
が
異
入
で
あ
る
か
否
や
。
何

れ
に
し
て
も
鎭
西
教
義
顯
彰
の
積
極
的
活
動
を
な
せ
し

賢
匠

に

し
て
、
關
東
念
佛
敏
團
の
卍
の
鬪
諍
塲
裡
に
正
統
相
傳
の
説
を
鼓
吹
し
、
萬
丈
の
氣
焔
を
擧
げ
た
國
師
門
下
の
異
彩

で
あ
る
。

其
は
軈
て
三

祺
を
し
て
鎭
西
教
學
を
大
成
せ
し
め
鎌
倉
中
葉
佛
歡
界
に
獨
特
の
名
聲
を
確
保
せ
し
め
し
法
勳
者

-こ
云
は
れ
る
だ
ら

う
。

國
師
授
手
印
製
作
の
縁
起
の
申

「東
宗
要
四
」
「傳
心
鈔
」
等
に
叙
せ
ら
れ
て
ゐ
る
敬
蓮
枇
・こ
修
阿
,こ
の
爭
ひ
あ
り
、
修
阿
の
門
人
滿
願
肚

は
師
に
背
き
入
阿
に
與
し
、
國
師
の
證
明
を
得
て
修
阿
の
義
の
謬
な
る
こ
Σ
を
披
露
す
。
修
阿
面
目
を
失
ひ
國
師
を
恨
む
。

依

つ
て
二
祗
は

38



滿
願
肚

の
行
爲
を
悪
み
て
破
門
さ
れ
し
有
名
な
物
語
り
が
あ
る
が
、
諸
書
に
明
さ
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
か
ら
こ
」
に
は
略
す
。

斯
如
に
し
て
入
阿
は
八
十
三
歳
弘
安
八
年
十
月
二
日

(
二
隼
院
住
持
次
弟
、
總
系
譜
)
往
生
を
途
ぐ
、
晩
年
を
明
す
資

料
な
く
長
恨
の
至
り
に

堪
え
ぬ
。
(法
水
労
流
記
に
は
、
弘
安
四
年
+
月
亡
と
、
何
れ
な
り
や
不
詳
)

次
に
、
國
師
の
命
を
奉
じ
て
入
宋
し
彌
陀
義
捜
索
に
靄
力
し
、
蓮
肚
の
宗
風
を
慕
ひ
、
自
ら
蓮
肚
號
を
名
附
け
し
、

白
蓮
祉
宗
圓
、
並
に

宗

祀
に
背
宗
の
邪
義
ニ
ケ
條
の
疑
問
の
證
綱
を
請
ひ
し
度
脱
房
を
數

へ
る
事
が
出
來
る
が
、

一
は
小
西
氏
が

「
三
上
人
研
究
」
(
知
恩
院
發
行
)

に
、
他

は
青
柳
氏
の

「
鎭
西
上
人
」

に
詳
詮
せ
ら
る
。
是
非
參
照
せ
ら
れ
た

い
。

の

國
師
敏
線
擴
張
の
經
濟
的
援
助
者

　

國
師

の
鎭
西

一
圓
に
於
け
る
盛
ん
な
敏
線
・こ
四
十
有
八
ケ
院
建
立
等
の
道
跡
を
偲
ぶ
時
、
歸
信
者
香
月

一
家
の
援

助
も

多
く
あ

つ
た
で
あ

ら
う
が

、何
、こ
云
つ
て
も
大
檀
那
草
野
永
李

一
族
が
、
絡
始
經
濟
的
被
護
の

立
瘍
に
あ

つ
た
事
に

留
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。

草
野
入
道
要

阿
、長
阿
夫
妻
、並
に
其
子
永
種
夫
妻
は
、
國
師
の
外
護
者
・こ
な
り
、筑
後
の
善
導
寺
の
完
備

に
盡
し
、
寺
地
を
寄
進
し

て

三
十
六
坊
を
建

て
水

田
を
施

入
し
て
は
衆
僭
の
糧

-こ
し
、堂
塔
甍
を
比
べ
僣
徒
林
を
成
す
、こ
。
私
は
今

は
、
國
師
並
に
門
下
の
活
動
、
敏
線
擴
大
の
裏
に
見
え
ざ
る
大

檀
信
の
歸
依

-こ
外
護
あ
り
、物
質
的
伽
藍
の
盛
觀

-こ
、
生
活
資
料
の
豊
富
に
よ
の
多
く
の
學
徒
を
誘
致
せ
し
こ
¶こ
を
特

記
す
る
に
¶こ
璽
め
る
。

(上
人
道
跡
、
善
導
寺
誌
、
鎭
流
麗
慱
、
青
榔
氏
著
鎭
西
上
人
蔘
照
)

三
、

結

上
述

の
如
く
、
國
師
に
は
驚
く
べ
き
多
數
の
門
下
を
擁
し
、
各
師
は
國
師
の

「
諍
ひ
無
く
疑
ひ
無
く
念
佛
を
勸
め
往
生
の
素
懐
を

遲
ぐ
べ

し
」

の
金
言
に
則
つ
て
各
々
淨
教
を
傳
弘
し
、
大
衆
は
そ
の
敏
澤
に
う
る
ほ
ひ
、
帥
生
の
法
談
に
勳
じ
、

爲

に
稱
佛

の
聲
洋
々
,こ
し
て
鎭
西
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に
盈
ち
、
今

日
の
歡
團
隆
盛
の
基
調
を
拓
い
た
の
で
あ
る
。
云
ふ
迄
も
無
く
門
下
の
紳
足
は
、
三
租
然
阿
良
忠
上
人
で
あ
り
、

然
し
て
比
翼

ε
も
云
ふ
べ
き
は
敬
蓮
瓧
入
阿
上
入

・こ
推
擧
し
た
い
。
淨
全
二
十
卷
所
牧

「
淨
土
宗
臭
」

に
は
、
二
組
門
下
の
項
に

其
他

敬
蓮
瓧
修
阿
彌
陀
佛
宗
義
上
の
諍
論
に
よ
り
て
多
少
其
の
名
を
知
ら
る
エ
も
决
し
て
大
な
る
人
物
に
非
ざ
り
し

こ
ーこ
は

其
諍
論
の
内

容
及
結
末
に
徴
し
て
明
な
り

云
云

・こ
叙
述

し
、
些
か
面
目
々
失
ふ
か
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

然
れ
さ
も
私
は
前
節
に
論
じ
來
ゐ
如
く
、
入
阿
上
人
は
學
解
の
賢
哲
、
淨
歡
の
英
匠
、
正
に
錚
々
た
る
法
器
に
し
て
、

三
租
良
忠
上
入
-こ

共

に
國

師
門
下
に
於
け
る
鸞
鳳
　
S
"/l
提
唱
す
る
も
強
ち
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

其
他
門
下
多
き
も
、
多
く
は
無
學
の
道
心
者
に
過
ぎ
す
確
か
に
多
士
濟
々
な
り
し
ーこ
は
云
は
れ
す
。
即
ち

三
組

7
决
答
鈔
」
序
に
曰
く
、

嘉
頑
三
年
七
月
六
日
夫

禦

善
導
も
膝
激
聖
護
島
存
憙

味
存
曇

襄

郵

騒
塗
警

チ
鮃

笹

故
弋

門
循
憲

人
易
黷
耶

ノ

ヲ

モ

ル

ン

ハ

ル

ニ

テ

ヘ

ヲ

上
入
御
義
一予
門
入
亦
可
レ
爾
自
レ
非
學
生
一者
難
レ傳
昌師
読

一故
也

云
蒙

に
よ
る
に
明
か
で
あ
ら
う
。

メ

ニ
門

兼
學
の
奥
旨
に
生
き
た
國
師
も
、
門
人
に
對
し
て
は
夲
常
、
「
辨
阿
上
人
責
識學
問
爲
レ事

・云
汝
是
無
道
心
無
出
離
者
也
」
(受
决
鈔
下
)

ヘ

ヘ

へ

も

へ

も

・こ
、

こ
れ
門
下
生
の
、
我
慢
偏
執
を
誠
め
ら
れ
し
も
の
・こ
考

へ
ら
れ
る
も
、
そ
の
意
趣
の
あ
る
所
疑
慮
な
く
ひ
た
す
ら
、

只

一
向
に
ε
の

深
き
師

訓
で
あ
ら
う
。

國
師

は
全
生
涯
を
擧
げ
、
粒
々
辛
苦
正
義
傳
持

に
捧
げ
ら
れ
、
門
弟
は
よ
く
師
の
仰
望
せ
ら
れ
し
口
稱
の

一
行
に
生
き
、

こ
玉
に

一
宗
の

樞
軸
は
、純
正
に
今

日
迄
連
綿
相
績
す
る
を
得
た
る
も
の
、
國
師
並
に
門
下
生
の
力
に
負
ふ
も
の
な
る
を
鑚
仰
し

稱
揚
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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註

Al

v

勅
傳
四

二

(
淨
全

十
六
ノ
五
九
九
)

十
六
門
記

(
淨
全

十
七
ノ

一
八
)

四
卷
傳

四

(
淨
全

十
七
ノ
七
九
)

百
練
抄

十
三
、
大
屋
氏
、

日
本
佛

教
史

の
研
究
第
四
、
五
參

照

源

流
章
。

塚
本
氏

「
淨
土

宗
學
上

の
未
傳

稀
覯

の
鎌
倉
古
鈔
本
」
、

大
屋
氏

「
日
本
佛
教
史

研
究

㎞
所
牧

コ
分
立
時

代

の
淨
土
宗
」
參

照

眞
筆
授

手
印
傳
承
本

に
就
き

て
は

「
昭
和
斯
訂
末
代
念
佛
授
手
印
」
並

に

「
附
銀
」
參

照
。

昭
利
薪
訂
授

手
印
附
録
九

頁
、
並

二
淨
全

十
ノ
十
三
。

名
義
集

中
、

聖
光
傳

、
勅
傳
四
六

聖
光
傳

に
云
は
く
、
辨

阿
筑
後
高
良

山

の
麓

厨
寺

に
て

一
千
日

の
溺
時
念
佛
す
。
一
山
大
衆
鼈
喜
す

と
。
恐
く
は
建
保

七
年
前

炭

の
こ
と
な
ら
ん
。

名
義
集

甲
、
决
答
鈔

上
、
决
疑
鈔

五
、
聖
光
傳

昭
和
新
訂
末
代
念
佛
授
手
印
附
録
參

照

聖
光
傳
信
冏
註
、
决
答
鈔

下

(
淨
全

十
ノ
五
九
)

三
上
人

の
研
究
所
牧
小
西
存
繍
氏

の

「
鎭
西
國
師

に
就

い
て
」
八
九
頁

淨
土
宗
要
集
奥

勅
傳
十

七
、
大
原
談
義
聞
書
鈔
見
聞

(前
略

)
宜
哉
上
入
遺
言
實
哉
相
傳

不
レ
違
沙
門
早
隨

二
彼
門
人

一
可
・
聞

二
其

不
簿

一
也
鎭
西
ノ
敬
難
肚
暫
佳

二
錣
倉

騨
之
時
不
レ
知
默

止
畢

云
云
(
决

答

鈔

上
、
淨
全

十
ノ

ニ
七
)

(前
略
)
釜

覧

蜘
淨
土
藝

行
一.淨
ち
婁

薯

縁
之
要
法
↓鑪

塑

毀
謗
監

.殆
及
鬪
塗

訳
云

(入
阿
撰
觀
經
散
善
義
顯
意
抄
本
)參
照
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